
　学平一が休必カミて　い咲がし機うし1あラズ　1
　校均方必み要　し確ま　クてと考てラリiの6讐　六約そ要ががこまかす独1い各え夏1まを季月1

　電区一週でた考　　　　　　　のすなく教な
気内校問クちえ
代全あで1にて
な小たすラはみ
ど中り　。1夏：る

　だ協乗きを　は
患ぞ翻灘管

　い合え一このん
　まうよ嬬と舅ど
欝す中う　に的あ
き　。でと困あはり
　・快はユニ難り　、ま

1鶏悉爵髄
藝　学て’面。も
　習獲楽しその
巽環得したしr
　境でみ時て生
　はき 、にこき
　大る耐そのる
　切もえれrカ
　での　’を生一

　し学置方藁は分
　し校を式のま…春
　てづ考を際だ休
　いくえ採にまみ
　きり．る屠はだを
　た一前す風あ削
　いのにるのるる

杉
並
区
長

〆
厨

％

り風
でと
　緑
　の
　学
　校
　づ
　く

一るる時室ク
つ工べ期に1
と夫くでクル
いをクも1ビ

　　　　　　　　　趣

　　　　　　　　　　　　　　　　雛

§　と取’な通はなりなをやか少緒と責に
　思り区どりずど’ヵぎ徹屋トーしに大任伴

l　的風1やに力やを水面顯う学。に

き鮪灘纏嚢羅灘鰍
憲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・爵

全み犠おでも
教な　隣す加
箋ら基の』え
に嘆地裁篇る

を羅熱
難講響

。1難1

　　　繍

　　　麺三1
　　　要も不1
　　　鷲鱗
　　　　　　邊

鵜識囎螺


